
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 神納東地域は、村上市のほぼ中央に位置する農村地帯

です。南北に、ＪＲ羽越本線、日本海東北自動車道（村

上瀬波温泉ＩＣ）と国道７号が縦断し、東からは国道２

９０号が接続する交通の要衝であり、交通量が多い地域

となっています。土地のほとんどが田と山林によって占

められており、米作主体の農業が中心でしたが、近年は

交通の便利さから、事業所や店舗、ショッピングセンタ

ー等が進出しています。 

 当地域の居住人口は、約４００世帯、１，５００人程

度です。６集落により構成されており、各集落がコミュ

ニティの中心として活動しています。また、神納東小学

校を中心とした地域コミュニティがあり、６集落の交流

の場となっています。 

 

 

 自然に恵まれ、集落を中心とした人付き合いを通し、

安全安心な暮らしがあります。交通・買い物の便にも恵

まれており、近年では他地域からの転入も見られます。

しかし、少子高齢化や働き場所の減少とともに、居住人

口は減少傾向であり、高齢者世帯が増加しています。就

業形態、趣味・趣向の多様化や子どもの減少による地域

活動等の停滞、近所付き合いの希薄化が懸念される一方、

交通網の拡充に伴う事故や犯罪の増加に対する不安も高

まっています。 

 現在の安全安心な暮らしを守り、魅力あふれる元気な

まちづくりを推進するためには、地域の力が不可欠であ

り、住民と行政が一体となって取り組むことが求められ

ています。 
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子
供
の
頃
、
炭
焼
き
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。 

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
な
つ
か
し
い
。 

無
く
す
こ
と
は
簡
単
だ
け
ど
、 

伝
え
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。 

自
分
自
身
の
、 

隣
の
人
の
、 

集
落
の
人
の
為
に 
  

昨
年
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
の
中

で
、
講
師
の
先
生
は
、 

「
他
人
の
た
め
で
は
無
く
、
自
分
の

た
め
、
家
族
の
た
め
、
集
落
の
た
め

に
、
自
分
た
ち
が
汗
を
か
く
。
そ
う

考
え
れ
ば
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

は
な
い
。
」 

「
町
を
良
く
す
る
に
は
、
集
落
、
住

民
が
光
り
輝
き
な
が
ら
、
日
々
過
ご

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」 

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。 

  

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
聞
い
て
も
、

何
を
や
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
自
分
自
身
の
た

め
、
隣
の
人
の
た
め
、
集
落
の
人
の

た
め
か
ら
始
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

も
あ
る
と
思
い
ま
す
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■
神
納
東
ふ
れ
あ
い
運
動
会 

 
気
候
の
良
い
秋
に
６
集
落
が
一
堂
に
会

し
、
運
動
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
集
落

を
越
え
た
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
神
林
地
区
敬
老
会 

 

敬
老
者
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。
敬
老

会
を
通
し
、
世
代
間
の
交
流
と
助
け
合
い

の
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。 

 

■
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

地
域
の
景
観
を
整
備
し
、
快
適
な
生
活
空

間
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
１
年
目
は
、

神
納
東
小
学
校
に
花
を
植
え
ま
し
た
。 

 

神
納
東
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
と
多
様
な

伝
統
文
化
、
そ
し
て
多
く
の
人
材
を
有
し
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
集
落
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と

し
て
、
様
々
な
活
動
を
活
発
に
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
６
集
落
が
協
力
す
る
こ
と
で
、

よ
り
大
き
な
地
域
力
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

地
域
の
絆
を
深
め
、
一
人
一
人
が
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
「
神
納
東
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

地
域
の
も
の
、
ひ
と
、
絆 

 

神
納
東
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
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